
永
代

え
い
た
い

経
き
ょ
う

法
要
の
ご
案
内 

 

 

春
陽
の
候
、
ご
門
徒
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上

げ
ま
す
。
今
年
も
稱
名
寺
二
大
仏
事
の
一
つ
で
あ
る
「
永
代
経
法
要
」
を
厳
修
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

 

永
代
経
法
要
と
は
、
生
前
中
に
仏
法
（
お
念
仏
）
を
聞
き
得
た
先
祖
が
、
そ
の
喜
び
が

子
孫
に
、
末
代
に
永
遠
に
伝
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
願
い
を
込
め
て
開
か
れ
て
き
た
大
切

な
集
い
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
山
で
は
二
〇
一
一
年
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
御
遠
忌
法
要
を
無
事
厳
修
致
し
ま

し
た
が
、
こ
の
御
遠
忌
を
受
け
て
、
私
ど
も
真
宗
門
徒
の
更
な
る
出
発
と
歩
み
が
始
ま
っ

て
お
り
ま
す
。
親
鸞
聖
人
の
「
た
だ
念
仏
申
す
身
と
な
れ
」
の
言
葉
を
聴
聞
し
、
聞
き
取

っ
た
教
え
を
後
世
（
子
孫
）
に
営
々
と
伝
え
て
い
く
責
務
を
共
に
果
た
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

ご
多
用
の
事
と
は
存
じ
ま
す
が
、
是
非
と
も
お
寺
に
足
を
お
運
び
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

二
〇
一
三
年
四
月 

住
職 

総
代 

世
話
方
一
同 

ご
門
徒
各
位 

  

本
山
東
本
願
寺
で
は
去
る
四
月
一
日
～
五
日
の
「
春
の
法
要
」
に
於
い
て
、
東
本
願
寺
第
十
二
代
教

如
上
人
の
四
百
回
忌
法
要
を
厳
修
致
し
ま
し
た
。
教
如
上
人
に
つ
い
て
は
同
封
の
「
稱
名
寺
通
信
第
二

号
」
に
記
し
ま
し
た
が
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
等
が
天
下
統
一
を
目
指
す
戦
国
時
代
に

あ
っ
て
、
本
願
寺
第
十
一
代
の
顕
如
上
人(

教
如
の
父)

と
共
に
、
真
宗
門
徒
を
率
い
て
お
念
仏
の
相
続
に

ご
苦
労
さ
れ
た
上
人
で
す
。 

 

当
寺
に
は
昭
和
二
十
年
の
川
崎
大
空
襲
を
逃
れ
た
第
十
一
代
顕
如
上
人
の
御
影
掛
け
軸
が
残
っ
て
い

ま
す
。
今
回
、
一
年
掛
け
て
修
復
し
た
「
顕
如
上
人
影
像
」
を
安
置
し
て
、
永
代
経
法
要
を
勤
め
ま
す
。 

  

■
裏
面
の
日
程
を
ご
覧
頂
き
、
同
封
の
返
信
葉
書
で
出
欠
を
必
ず
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 



 
 

永代経法要日程 

5 月 1２日（日） 

 午前 11 時より午後 3 時 

参加費  こころざし 

 

午前 11 時 
開会 真宗宗歌斉唱・挨拶 

 

ビデオ

上映 

教如上人四百回忌記念 DVD 企画制作・東本願寺 

「教如上人物語-東本願寺創立の上人-」 

なぜ東本願寺は東西に分派したのか。いかにして東

本願寺は創立されたのか。激動の時代を駆け抜けた

教如上人の足跡を追う！ 35 分 

正    午 

お斎
とき

 昼食・休憩 

午後１時 
法要 お勤め(阿弥陀経、正信偈) 

午後２時 
法話 当山住職   

午後３時 
閉会 挨拶・恩徳讚斉唱・散会 

 

 

 

 

 

お磨
みが

き奉仕のお願い 

5 月３日（金） 

 午前９時半より午後 3 時位まで 

毎年、稱名寺では永代経をお迎えするにあたり、本堂・庫裏・境

内の清掃とお仏具のお磨きをいたします。ご門徒の方々の手で一つ

一つ丁寧に磨かれた仏具が荘厳され永代経法要が勤められます。 

昼食は用意いたします。ご奉仕可能な時間に作業しやすい服装で

お寺にお越し下さい。 

 

お磨き奉仕の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2012 年報恩講前のお磨き） 


